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価, 日本機械学会第33回バイオエンジニアリング講演会, 東京 (2020.6).
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5．その他

［刊行物］

(1) 岩﨑泰彦, 「特集：2020年度日本バイオマテリアル学会各賞紹介 学会賞（科学）リン酸エステル系ポリ

マーの精密構造設計とバイオマテリアル応用」, バイオマテリアル̶生体材料̶, 39 (1), 10-11 (2021.1).
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(2) 能﨑優太, 「特集：2020年度日本バイオマテリアル学会各賞紹介 日韓バイオマテリアル学会若手研究者交

流AWARD　温度応答型生分解性インジェクタブルポリマーによるワクチンデリバリーシステムの開発」,

バイオマテリアル̶生体材料̶, 39 (1), 22-23 (2021.1).

(3) 葛谷明紀,「はたらく分子マシン第3回『動く』DNAオリガミ」, 現代化学, 597, 42-45, (2020.11.18). 

(4) 葛谷明紀, 特集：「とける」機能化バイオマテリアル「核酸とPEGの複合体を利用したDDS」, バイオマテ

リアル̶生体材料̶, 38 (4), 248-253 (2020.10.15).

(5) 宮田隆志, 分子応答性ゲルの設計と応答挙動－研究の発想と戦略－, 繊維学会誌, 76 (9), 365-371 (2020.9).
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シーエムシー出版, 4-13, (2020.5).
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［新聞］

(1) 宮田隆志, 「社会に新コンセプトを」, 化学工業日報 2020年9月17日付3面.

(2) 大矢裕一,「コロナ禍における学内状況の説明（新型コロナウイルス禍の克服に資する研究プロジェクトと

して紹介）」, 全私学新聞, 2020年7月23日付.

(3) 宮田隆志, 「ハイドロゲル 弾性率と親水性自在に　関西大　細胞分化誘導など期待」, 化学工業日報, 2020

年6月3日付4面. 

［特許］

(1) 宮田隆志, 河村暁文, 椿本恵大, 金属有機構造体に包接される化学種の放出方法ならびに高分子ゲルおよびそ

の製造方法, 特願2020-200945 (2020.12).

(2) 大槻周平（大阪医科大学）, 奥野修大（大阪医科大学）, 平野義明, 関節疾患治療用医薬組成物及びその製造

方法，WO2020235412, (2020.11).
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ライン (2021.1).
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マーシンポジウム, オンライン (2021.1).

(3) 田村裕, キトサンを用いたポリイオンコンプレックスゲルの調製, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オ

ンライン (2021.1).

(4) 古池哲也, ゼラチン繊維の調製と医用材料への応用, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンライン 

(2021.1).

(5) 宮田隆志, 様々な動的架橋メディカルポリマーの設計と応用, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンラ

イン (2021.1).

(6) 河村暁文, 細胞内薬物送達を目指したソフトナノ粒子, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンライン 

(2021.1).

(7) 小谷賢太郎, ゲイズトラックを利用した認知機能評価技術, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンライ

ン (2021.1).

(8) 鈴木哲, マイクロ波を用いた非接触による生体計測とその応用, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オン

ライン (2021.1).

(9) 大槻周平（大阪医科大学）, 平野義明, 根尾昌志（大阪医科大学）, 縫合か？切除か？から次の時代へ, 関大

メディカルポリマーシンポジウム, オンライン (2021.1).

(10) 岩﨑泰彦, 横田敦司（大阪医科大学）, 根尾昌志（大阪医科大学）,　骨リモデリングの正常化に資するポリ

リン酸エステル, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンライン (2021.1).

(11) 宇津野秀夫, 片山博視（大阪医科大学）, 根本慎太郎（大阪医科大学）, 肺高血圧症の非侵襲診断手法の開

発, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンライン (2021.1).

(12) 田地川勉, 福澤宏明（姫路赤十字病院）, 膵胆管合流異常患者における膵液逆流メカニズムの解明, 関大メ

ディカルポリマーシンポジウム, オンライン (2021.1).

(13) 大矢裕一, 髙井真司（大阪医科大学）, 生分解性インジェクタブルポリマーによる癒着防止とキマーゼ阻害

剤併用効果, 関大メディカルポリマーシンポジウム, オンライン (2021.1).

(14) 宮部享幸, 平野義明, 大槻周平（大阪医科大学）, 奥野修大（大阪医科大学）, 根尾昌志（大阪医科大学）, 

ペプチドハイドロゲルスキャホールドを用いた半月板再生, 第25回先端科学技術シンポジウム, オンライン 

(2021.1).

(15) 税所凌弥, 大高晋之, 岩﨑泰彦, 骨転移治療のための薬物輸送キャリア, 第25回先端科学技術シンポジウム, 

オンライン (2021.1).

(16) 柿木佐知朗, コラーゲン骨格構造部のモデル化による新規生体非認識界面の創製, 第25回先端科学技術シン

ポジウム, オンライン (2021.1).

(17) 柿木佐知朗, 血管内膜様組織の再生を誘導するリガンド分子固定化ePTFEパッチ, 第25回先端科学技術シン

ポジウム, オンライン (2021.1).

(18) 清野謙二郎, 大高晋之, 岩﨑泰彦, ポリリン酸エステルによる骨芽細胞の分化促進, 第25回先端科学技術シン

ポジウム, オンライン (2021.1).

(19) 寺上佳奈, 阪本康太, 田中静磨, 巽康平, 大矢裕一, 葛谷明紀, DNA四重鎖ナノゲルの細胞取り込み評価, 第25

44 K U - S M A R T  P R O J E C T  N e w s  L e t t e r  N o . 8 業 績 一 覧 45



回先端科学技術シンポジウム, オンライン (2021.1).

(20) 永田拓也, 藤原壮一郎, 能﨑優太, 髙井真司（大阪医科大学）, 金徳男（大阪医科大学）, 葛谷明紀, 大矢裕一, 

温度応答型インジェクタブルポリマーを用いた内視鏡下で使用可能な癒着防止材, 第25回先端科学技術シン

ポジウム, オンライン (2021.1).

(21) 山本洋輝, 能﨑優太, 葛谷明紀, 大矢裕一, リポソーム内包生分解性インジェクタブルゲルを用いた水溶性薬

物徐放システム, 第25回先端科学技術シンポジウム, オンライン (2021.1).

(22) 西川智貴, 乾大地, 田中静磨, 大矢裕一, 葛谷明紀, DNA四重鎖ゲルの生体応用の試み, 第25回先端科学技術シ

ンポジウム, オンライン (2021.1).

(23) 平田来人, 古池哲也, 田村裕, キトサン－アルギン酸複合ゲルの調製, 第25回先端科学技術シンポジウム, オ

ンライン (2021.1).

(24) 向井宏太, 田村裕, 古池哲也, マイクロ波照射によるキトサン誘導体の調製, 第25回先端科学技術シンポジウ

ム, オンライン (2021.1).

(25) 河村暁文, 福井魁人, 中浦宏, 宮田隆志, 細胞内へのバイオ医薬品の送達を目指した細胞内環境応答性ゲルカ

プセルの調製, 第25回先端科学技術シンポジウム, オンライン (2021.1).

6．アウトリーチ活動

［メディア紹介］

(1) 小谷賢太郎, 「患部映像に視線で絵が描ける!? 現実空間に臓器が浮かび上がる!? VRを超えた最新の手術支

援システムとは」, EDIT kandai (2020.10.20).

(2) 葛谷明紀, 「万能素材「DNA」を自在に操り、社会に役立つナノデバイスを創造する」, 関西大学公式ホー

ムページ「関大研究Stories」 (2020.9.15).

(3)  河村暁文, 「KUMPが描く『未来医療』の姿　副作用なしで最大の薬効を発揮するために」, 関西大学公式

ホームページ「KANDAI HEADLINES」(2020.9.15).

(4)   岩﨑泰彦, 「Kansai University Research: Cell Membrane-inspired Phospholipid Polymers as New 

Generation of Biomaterials for Medical Devices」, 関西大学国際部プレスリリース e-bulletin (2020.6.15).

［刊行物］

(1) 松原しおり, Portrait未来を担うイノベイターズ「高分子合成で『困っている誰か』の役に立ちたい」, 関西

大学社会連携部イノベーション創生センター「KU-CICニューズレター」, (7), 3 (2020.9).

(2) 大矢裕一, 葛谷明紀, 「新型コロナ対策研究プロジェクト　7課題が採択」, 関西大学ニューズレター

「Reed」, (62), 4 (2020.9).

［講演］

(1) 宮田隆志, 高分子および表面・界面の基礎, ソニー株式会社講演会, オンライン (2021.3).

(2) 大矢裕一, 体温でゲル化する吸収性ポリマーの癒着防止材としての応用, 技術情報協会, オンライン(2021.2).

(3) 宮田隆志, 動的構造を利用したスマートポリマーの設計～研究発想から応用まで～, 高分子学会第46回中国

四国地区高分子講座, オンライン (2020.12.14).

(4) 大矢裕一, 生分解性スマートポリマーの設計と医療応用, 人材育成セミナー 再生医療・メディカルデバイス

用材料講座（全4回）, 第2回 生分解性材料開発と再生医療への展開, 株式会社COPELコンサルティングバ

イオマテリアル講座運営事務局 (2020.11.18).

(5) 宮田隆志，接着の理論，接着入門講座 第23回「接着の科学と技術～接着原理・反応機構・評価法から材料

選択の視点まで～」（2020.9.10).

［模擬実験］

(1) 平野義明, 「黒って何色？」, 関西大学北陽中学校 中大連携「理工系研究室体験プログラム」, 大阪　

(2020.9.8).　

(2) 古池哲也,「海藻成分で糸やイクラを作ろう」, 関西大学北陽中学校 中大連携「理工系研究室体験プログラ

ム」, 大阪 (2020.9.8).　

［模擬講義］

(1) 平野義明, 「理工系での学びについて」, 関西大学北陽中学校「理工系3学部研究室体験学習」, 事前講義

＠関西大学北陽中学校 (2020.7.29).

［展示会］

(1)  大矢裕一, 「分解時間と強度を調整できる生分解性インジェクタブルゲル」, 第7回再生医療EXPO［大阪］, 

出展社による製品・技術セミナー, 大阪 (2021.2.24-26).

(2)  平野義明, 「ペプチドハイドロゲルによる半月板再生医療の可能性」, 第7回再生医療EXPO［大阪］, 出展

社による製品・技術セミナー, 大阪 (2021.2.24-26).

(3) 葛谷明紀, 「Na+を含む体液を感知して瞬時に固化する DNAヒドロゲル」, 第7回再生医療EXPO［大阪］, 

出展社による製品・技術セミナー, 大阪 (2021.2.24-26).

(4)  鈴木哲, 「マイクロ波を用いた非接触/非侵襲による生体計測と応用」, 第7回再生医療EXPO［大阪］, 大阪 

(2021.2.24-26).
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